
質
問　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る

被
保
険
者
の
県
内
平
均
年
間
保
険
料
は
6

万
41
円
と
の
こ
と
で
あ
る
。
低
所
得
者
に

は
納
め
ら
れ
な
い
人
た
ち
、
あ
る
い
は
納

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
費
が
圧
迫
さ
れ

て
暮
ら
し
て
い
け
な
く
な
る
人
た
ち
も
相

当
数
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
所
得
の
低

い
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
へ
の
軽
減
措

置
が
あ
り
、
所
得
に
応
じ
国
保
税
と
同
様

に
そ
れ
ぞ
れ
均
等
割
額
の
7
割
、
5
割
、

2
割
が
軽
減
さ
れ
る
。
市
の
試
算
に
よ
る

と
、
7
割
軽
減
は
4
9
2
9
人
、
46
・

35
％
、
5
割
軽
減
は
3
5
5
人
、
3
・

34
％
、
2
割
軽
減
は
、
7
8
9
人
、
7
・

42
％
、
合
計
6
0
7
3
人
、
57
・
11
％
が

軽
減
措
置
を
受
け
ら
れ
る
と
見
込
ま
れ
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
保
険
料
の
法
定
軽
減

と
は
別
に
、
国
保
税
同
様
、
災
害
や
失
業

な
ど
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
な

ど
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
困
難
に
な
っ
た
被
保
険
者
等
を
対
象
と

し
た
保
険
料
徴
収
猶
予
措
置
や
減
免
措
置

が
あ
る
。

質
問　

障
害
者
で
あ
っ
て
も
働
く
意
欲
も

能
力
も
あ
る
人
に
対
し
て
は
、
一
般
就
労

で
き
る
よ
う
に
、
市
は
力
を
入
れ
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
親
か
ら
自
立
で
き
る
よ
う
に
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ホ
ー
ム
、
福
祉

ホ
ー
ム
、
あ
る
い
は
援
護
寮
な
ど
の
支
援

施
設
も
必
要
で
あ
る
。

答
弁　

障
害
の
あ
る
人
へ
の
就
労
支
援
は
、

能
代
市
障
害
福
祉
計
画
に
よ
り
、
障
害
の

あ
る
人
の
福
祉
的
就
労
か
ら
一
般
就
労
へ

の
移
行
の
た
め
、
労
働
関
係
機
関
と
福
祉

関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る
各
種

情
報
を
共
有
し
、
密
接
な
連
携
を
図
る
こ

と
に
よ
り
支
援
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
支
援
施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
需

要
見
込
み
を
踏
ま
え
、
地
域
に
お
け
る
居

住
の
場
と
し
て
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ケ

ア
ホ
ー
ム
等
の
充
実
を
図
り
、
地
域
生
活

へ
の
移
行
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

実
施
主
体
と
な
る
社
会
福
祉
法
人
や
医
療

法
人
、
N
P
O
法
人
等
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
各
施
設
の
整
備
を
促
し
て
い
き
た

い
。

質
問　

国
民
年
金
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
等
、

近
場
に
健
康
増
進
施
設
が
あ
り
な
が
ら
、

車
の
な
い
人
、
冬
場
に
運
転
を
控
え
る
人

は
施
設
の
利
用
を
見
合
わ
せ
て
い
る
。
特

に
高
齢
者
は
安
全
の
た
め
に
運
転
を
控
え

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
安
全
や
自
立
の
面

で
必
要
不
可
欠
な
巡
回
バ
ス
の
拡
充
を
。

答
弁　

巡
回
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

に
運
行
目
的
や
運
行
コ
ー
ス
の
見
直
し
を

検
討
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
て
お
り
、
利
用
の
目
的
は
通
院
、
買
い

物
が
約
8
割
を
占
め
る
結
果
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
も
と

に
、
運
行
の
目
的
を
﹁
日
常
生
活
に
根
ざ

し
た
交
通
手
段
﹂
﹁
生
き
が
い
や
健
康
づ

く
り
、
社
会
参
加
の
た
め
の
交
通
手
段
﹂

﹁
市
街
地
の
活
性
化
﹂
と
し
、
高
齢
者
な

ど
の
交
通
弱
者
を
対
象
と
し
た
運
行
を

行
っ
て
い
る
。
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
根

本
的
な
見
直
し
時
期
が
迫
っ
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
お
り
、
運
行
コ
ー
ス
を
含
め

て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
べ

き
か
、
多
方
面
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

年
金
生
活
者
の
多
く
は
年
収

2
0
0
万
円
前
後
で
、
そ
こ
か
ら
税
や
医

療
、
介
護
の
負
担
を
差
し
引
く
と
生
活
費

は
大
幅
に
減
少
し
、
こ
れ
以
上
は
耐
え
ら

れ
な
い
状
況
で
あ
る
。
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
で
資
格
証
明
書
発
行
等
、
高
齢
者
へ

の
新
た
な
影
響
は
。
ま
た
、
市
独
自
の
助

成
の
考
え
は
。

答
弁　

資
格
証
明
書
は
、
老
人
保
健
医
療

制
度
で
は
発
行
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る

が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
特
別

な
理
由
が
な
く
保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合

は
、
短
期
被
保
険
者
証
や
資
格
証
明
書
を

交
付
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
加
入
者

全
員
が
保
険
料
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、

扶
養
と
な
っ
て
い
た
人
も
新
た
に
保
険
料

が
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

激
変
緩
和
の
た
め
、
制
度
加
入
時
か
ら
2

年
間
は
所
得
割
を
課
さ
ず
、
均
等
割
額
を

5
割
軽
減
す
る
。
市
独
自
の
助
成
に
つ
い

て
は
、
市
の
厳
し
い
財
政
事
情
や
県
内
全

市
町
村
に
よ
る
共
同
事
務
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
制
度
ス
タ
ー
ト
時
か
ら
の
助
成

は
考
え
て
い
な
い
。
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後
期
高
齢
者         

医
療
制
度
の
実
施

能
代
市
障
害
者
計
画

と
障
害
福
祉
計
画

高
齢
者
福
祉

柳谷　　渉
大河・生々・
みどりの会連合（ ）

 

柳
谷
議
員
の
そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
安
心
し
て
出
産
で
き
る
か

◦
映
画
撮
影
に
公
共
施
設
を
貸
す
こ
と

 

菊
地
議
員
の
そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
高
齢
者
福
祉
︵
空
き
家
・
廃
校
利
用
︶

高
齢
者
医
療
制
度

︵
巡
回
バ
ス
の
拡
充
︶


